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可とう式ポリパイソフト

● ポリパイソフ卜の片側を可とう式継手（ボール形構造）にしました。最大15°の可とう角※と360°回転により、変位や捻れを継手部で吸収
　 して管路を守ります。※（呼び径150は最大12°）
● ポリエチレン管の柔軟性と可とう式継手のフレキシブル性がすぐれた施工性を発揮します。
● 可とう式継手部の防塵力バ一が土や砂の浸入を防ぎます。
● 据付後でも、上方から口径、メーカー名を確認しやすい樹脂カバー付です。
● ハンドル車式、開度計付なども標準品としてラインナップ。操作部をキャップ式からハンドル車式へ簡単に変更できます。
 　また、開度計付への変更も可能です（変更には工具が必要ですので、詳細はお問い合わせください）。
● 一目で開閉が確認できる開度計は、隙間のない構造により、砂や泥の浸入を防ぎます。

15°

15°

360°回転
最大15°の可とう角※により、地震などの地盤変動による
変位や弁室、配水池など構造物周辺での変位を継手部で
吸収して管路を守ります。※（呼び径150は最大12°）

可とう式継手部にはボール形構造を採用。360°回転
により管路に捻れが生じる場合でも応力を吸収し、
管路への負担を軽減します。

●

●

１.耐震性の高いポリパイソフトの片側
　 を可とう式継手に

ポリエチレン管の柔軟性と可とう式継手のフレキシブル性により、配管の自由度が向上するため、芯ズレ時の融着接合を
確実なものにします。

２.柔軟性＋フレキシブル性＝すぐれた施工性

近くに障害物がある場合でも、
より少ないベンドで切り回し
配管が可能です。

ポリパイソフト　両袖管形

可とう式　ポリパイソフト

障害物

最大15°の可とう角により接合可能
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